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総
務
文
教
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

厚
生
建
設
常
任
委
員
会

通
学
路
調
査

三
課
で
情
報
を
共
有

　

委
員
会
で
調
査
し
た
箇
所
ご

と
に
整
理
し
一
冊
の
報
告
書
に

ま
と
め
た
。

　

町
内
会
長
へ
の
報
告
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
記
載
を
行
な
う
。

こ
れ
ま
で
バ
ラ
バ
ラ
に
あ
が
っ

て
来
て
い
た
要
望
等
、
今
は
合

同
会
議
で
３
課
（
都
市
整
備

課
・
生
活
環
境
課
・
学
校
教
育

課
）
で
情
報
を
共
有
し
把
握
が

で
き
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

対
策
の
経
過
と
結
果
を
行
政

の
方
で
定
期
的
に
報
告
・
開
示
を

行
っ
て
い
く
よ
う
要
請
し
た
。

学
校
防
災

南
部
消
防
署
の
指
導
を

受
け
る

　

小
中
学
校
で
毎
年
度
、
火
災
・

地
震
・
風
水
害
・
不
審
者
が
侵

入
し
た
時
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
策
定
し
て
い
る
。

　

そ
れ
に
基
づ
き
年
に
最
低
２

介
護
保
険
制
度

相
談
支
援
件
数
大
幅
増

　

平
成
24
年
４
月
か
ら
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
志
免
町
役

場
福
祉
課
に
移
り
、
住
民
に
よ

り
身
近
と
な
っ
た
。

　

総
合
相
談
支
援
件
数
平
成
23

年
度
は
３
８
５
件
が
24
年
度

１
３
８
６
件
と
大
幅
に
増
え
た
。

粕
屋
地
区
Ｃ
Ｋ
Ｄ
対
策

連
携
シ
ス
テ
ム

人
工
透
析
予
防
に
つ

な
が
る

　

平
成
24
年
度
か
ら
取
り
組
ま

れ
て
い
る
Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
腎
臓
障

害
、
機
能
低
下
が
３
カ
月
以
上

続
く
状
態
）
シ
ス
テ
ム
は
県
内

で
も
少
な
い
が
人
工
透
析
予
防

に
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
て
い

る
。

回
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

南
部
消
防
署
、
消
防
団
に
要

請
し
訓
練
を
行
っ
て
い
る
学
校

も
あ
る
。

　

屋
内
消
火
栓
を
使
用
し
た
訓

練
に
つ
い
て
は
毎
年
は
難
し

い
。
基
本
的
に
は
学
校
自
衛
消

防
組
織
を
つ
く
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
今
後
南
部
消
防
署
の

指
導
を
受
け
取
組
む
。

　

危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
一
部

だ
け
で
な
く
、
全
部
行
う
べ
き
と

提
言
。

　

平
成
25
年
第
５
回
12
月
定
例

会
に
つ
い
て
協
議
。

　

12
月
６
日
か
ら
12
月
17
日
の

12
日
間
と
し
、
一
般
質
問
は
８

人
の
通
告
で
２
日
間
。

　

19
議
案
が
提
案
さ
れ
た
が
、

11
月
１
日
の
臨
時
議
会
で
否
決

と
な
っ
た
中
の
坪
公
園
改
修
工

事
に
伴
う
「
蒸
気
機
関
車
の
移

設
・
保
存
」
に
関
す
る
請
願
が

提
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
採
決

内
容
に
よ
っ
て
、
補
正
予
算
の

議
案
追
加
が
あ
る
。

　

請
願
２
件
、
意
見
書
２
件
、

人
事
案
件
２
件
が
提
出
さ
れ
る
。

　

10
月
23
日
・
24
日
、
佐
賀
県

嬉
野
市
と
熊
本
県
御
船
町
を
視

察
研
修
。

　

嬉
野
市
は
２
町
合
併
で
、
嬉

野
町
時
代
の
編
集
方
針
を
受
け

継
ぎ
、
広
報
委
員
そ
れ
ぞ
れ
個
々

人
の
特
性
で
、
役
割
を
分
担
し

て
つ
く
ら
れ
た
議
会
報
を
議
会

報
告
会
に
資
料
と
し
て
活
用
し

て
お
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

御
船
町
は
通
年
議
会
と
な
り

毎
月
発
行
。
町
広
報
誌
と
半
月

遅
れ
で
発
行
。
議
会
モ
ニ
タ
ー

制
を
と
り
、
広
報
モ
ニ
タ
ー
制

も
検
討
中
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

広
報
委
員
会
の
研
修
で
し
た

が
、
嬉
野
市
長
・
御
船
町
長
も

出
席
さ
れ
た
。

広
報
づ
く
り
研
修
会
に
参
加

　

11
月
18
日
・
19
日
、
福
岡
県

町
村
議
長
会
に
よ
る
議
会
広
報

づ
く
り
研
修
会
に
参
加
。

　

志
免
議
会
だ
よ
り
は
全
体
と
し

て
企
画
、
見
出
し
、
レ
イ
ア
ウ
ト

な
ど
編
集
の
水
準
が
高
く
、
透
明

度
の
高
い
議
会
報
で
あ
り
、
議
会

の
立
場
が
鮮
明
な
編
集
姿
勢
で
あ

る
と
評
価
さ
れ
た
。

上
水
道
工
事
状
況

　

土
生
山
浄
水
場
１
号
ろ
過
地
耐

震
補
強
工
事
は
、
作
業
の
過
程

で
予
定
し
て
い
な
か
っ
た
構
造

物
補
強
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
出
た

た
め
再
調
査
を
行
な
う
。

　

委
員
会
と
し
て
は
町
民
の
安

全
な
水
道
水
に
関
す
る
施
設
で
あ

り
、
慎
重
に
工
事
を
進
め
て
行
く

よ
う
指
摘
し
た
。

都
市
計
画
街
路
志
免
宇

美
線
工
事
進
捗
状
況

　

次
期
工
事
認
可
は
県
の
都
市

施
設
整
備
課
に
お
い
て
10
月
に

志
免
東
中
学
校
問
題

銃
の
誤
射

　

学
校
教
育
課
よ
り
、
前
記
の

事
案
に
つ
い
て
の
報
告
を
受
け

た
。
警
察
の
捜
査
中
で
あ
り
、

全
容
は
分
か
っ
て
い
な
い
と
の

こ
と
で
あ
る
。

　

在
校
生
は
も
と
よ
り
高
校
入
試

を
控
え
た
３
年
生
の
不
安
の
払

し
ょ
く
と
、
前
回
の
２
事
案
（
器

物
損
壊
と
放
火
）
も
含
め
、生
徒
・

保
護
者
・
町
民
か
ら
信
頼
し
て

頂
け
る
学
校
と
な
る
よ
う
要
請
し

た
。

予
備
設
計
委
託
の
入
札
。

　

現
認
可
区
間
の
事
業
進
捗
状

況
は
今
年
度
末
の
一
部
供
用
開

始
に
向
け
、
各
箇
所
の
整
備
に

お
い
て
鋭
意
作
業
中
。

内
水
対
策
状
況

　

老
朽
化
し
た
水
路
改
修
工
事

は
こ
れ
ま
で
水
路
調
査
で
判
明

し
た
御
手
洗
、
別
府
、
南
里
地

区
の
老
朽
化
し
た
水
路
の
改
修

工
事
が
発
注
さ
れ
た
。
ま
た
、

水
路
の
健
全
度
調
査
で
は
町
内

会
及
び
農
区
と
の
協
議
も
完
了

し
現
地
調
査
も
開
始
。

校内の消火栓

広報研修（御船町）

CKDってなーに
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ズバリ町政を問う

一
般
質
問
と
は
議
員
が
町
政
全
般
（
一
般
事
務
・
事
務

の
執
行
状
況
・
将
来
に
対
す
る
方
針
な
ど
）
に
つ
い
て
、

町
長
な
ど
執
行
機
関
の
考
え
を
議
員
個
人
と
し
て
問
い

た
だ
す
こ
と
で
す
。

質
問
の
内
容
は
事
前
に
通
告
し
、
持
ち
時
間
30
分
の
範

囲
内
で
１
問
１
答
で
行
い
ま
す
。

会
議
録
に
基
づ
き
議
員
個
々
の
自
由
編
集
で
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。

詳
細
は
会
議
録
（
Ｈ
Ｐ
・
図
書
館
・
各
公
民
館
に
置
く
）

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
質
問
順
と
し
て
い
ま
す
。

過
去
に
質
問
し
た
、
避
難
場

所
が
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
イ
エ

ロ
ー
ゾ
ー
ン
に
か
か
っ
て
い
る
問

題
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
。

い
ま
だ
検
討
中
で
す
。

今
後
は
「
想
定
外
を
想
定

す
る
」
こ
う
い
っ
た
事
が
望
ま
れ

る
し
大
事
だ
と
思
う
。

東
日
本
大
震
災
で
得
た
教

訓
は
。自

分
の
命
を
守
る
の
は
自
分

で
あ
り
、
自
ら
考
え
行
動
す
る
事

の
大
切
さ
だ
と
思
う
。

伊
豆
大
島
で
の
台
風
26
号
、

町
長
の
発
言
や
対
応
が
世
間
の
耳

目
を
集
め
た
が
、
こ
の
一
連
の
報

道
に
関
し
て
ど
う
思
う
か
。

ト
ッ
プ
と
言
う
の
は
、
判
断

を
し
っ
か
り
す
る
。

　

空
白
の
時
間
や
連
絡
が
と
れ
な

い
事
な
ど
、
絶
対
に
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。志

免
町
で
こ
う
い
う
事
が
起

き
た
場
合
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
。

要
と
思
う
。

災
害
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、

自
衛
隊
と
の
連
携
は
。

春
日
原
駐
屯
地
に
派
遣

要
請
し
来
て
頂
け
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

一
次
か
ら
五
次
ま
で
の

災
害
対
策
本
部
を
設
け
て
い
る
。

町
長
と
は
携
帯
等
で
必
ず
連
絡
を

取
り
合
う
。

町
長
不
在
時
の
指
示
系
統

は
。

出
張
の
際
は
副
町
長
に
申
し

伝
え
、
副
町
長
が
出
張
の
際
は
、

総
務
課
長
に
と
、
段
階
を
経
て
お

願
い
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

災
害
時
、
役
場
が
停
電
し
た

場
合
、
復
旧
さ
せ
る
自
主
電
源
は

あ
る
の
か
。自

主
電
源
は
無
い
。

　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の
電
源

の
配
備
、
設
置
は
し
て
い
な
い
。

電
気
自
動
車
が
バ
ッ
テ
リ
ー

と
し
て
使
え
る
、リ
ー
フ
ト
ゥ
ホ
ー

ム
で
電
源
が
供
給
で
き
る
。

　

今
後
は
各
自
治
体
に
も
気
象
な

ど
一
定
の
専
門
的
知
識
を
持
っ
た

人
の
配
置
が
必
要
だ
と
思
う
。

　

検
討
し
て
は
頂
け
な
い
か
。

今
日
で
は
想
定
を
越
え

る
災
害
は
い
つ
ど
こ
で
起
き
る
か

分
か
ら
な
い
、
そ
れ
を
踏
ま
え
る

と
、
そ
う
い
う
人
事
の
考
慮
も
必

吉
田

吉
田

吉
田

吉
田

吉
田

吉
田

吉
田

吉
田

吉
田

町
長

町
長

町
長

町
長

続発する自然災害への対応
答弁／態勢は整えている

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

吉田 大作 議員

伊豆大島土砂災害
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今
回
「
ま
つ
り
古
賀
」
は

来
場
者
が
３
万
９
千
人
。
志
免
町

の
「
商
工
ま
つ
り
」
は
３
千
人
。

古
賀
市
も
初
め
は
商
工
会
・
農
協

が
独
自
で
や
っ
て
い
た
が
、
当
時

の
市
長
が
行
政
・
商
工
会
・
農
協

が
連
携
し
て
開
催
を
提
案
さ
れ
今

の
形
に
な
っ
た
。

　

組
織
構
成
は
実
行
委
員
長
に
副

市
長
。

　

副
会
長
は
商
工
会
長
と
農
協
理

事
が
な
り
、企
画
委
員
会
は
行
政
・

農
協
・
商
工
会
・
各
種
団
体
よ
り

選
出
さ
れ
た
委
員
で
組
織
さ
れ
、

事
務
局
は
担
当
課
長
と
職
員
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。

　

わ
が
町
は
役
場
の
裏
で
場
所
的

に
も
狭
い
。

騒
々
し
い
街
中
に
、
樹
木
が
あ

る
こ
と
は
心
癒
さ
れ
る
。
メ
イ
ン

パ
ー
ク
が
更
地
化
さ
れ
、
今
の
や

り
方
だ
と
存
在
効
果
、
歴
史
・
文

化
が
根
付
か
な
い
の
で
は
。

公
園
周
辺
の
環
境
の
変
化
、

公
園
事
態
の
経
年
変
化
で
公
園
機

能
の
転
換
活
用
、公
園
利
用
の
ニ
ー

ズ
に
即
し
た
整
備
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。50

年
、
１
０
０
年
を
見
通
し
て

作
ら
れ
た
公
園
が
壊
さ
れ
る
今
の

状
況
を
町
長
は
ど
う
思
う
か
。

前
町
長
に
お
尋
ね
し
、
時
代

の
趨
勢
だ
か
ら
と
回
答
を
い
た
だ

い
た
。
都
市
型
公
園
に
整
備
。

　

そ
こ
で
町
の
中
心
で
あ
る
町
民

広
場
で
「
志
免
ま
つ
り
」
と
し
て

開
催
し
て
は
ど
う
か
。

　

こ
う
い
う
「
ま
ち
の
活
性
化
」

を
ぜ
ひ
町
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
と
っ
て
行
う
事
を
提
案
す
る
。

ま
つ
り
を
始
め
る
に
は
基
盤

整
備
、
ど
の
よ
う
な
姿
で
連
携
が

で
き
る
の
か
色
々
な
条
件
整
備
が

必
要
だ
と
思
う
。

都
市
型
だ
か
ら
樹
木
は
必
要
。

東
小
学
校
は
ビ
オ
ト
ー
プ
を
作
り
、

多
様
な
生
態
系
を
学
習
し
て
い
る
。

他
の
学
校
も
森
の
様
な
物
が
あ
る
。

木
を
切
る
こ
と
は
心
痛
。
経

費
上
ま
た
、
茂
っ
て
暗
い
こ
と
か

ら
環
境
に
マ
ッ
チ
し
た
公
園
整
備

を
行
う
。
植
栽
し
た
ク
ス
ノ
木
の
下

で
憩
う
、
寝
転
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

年
輪
を
重
ね
た

ク
ス
ノ
木
の
こ
と

は
根
付
く
か
分
か

ら
な
い
。
利
用
さ

れ
て
い
な
い
公
園

は
、
住
民
と
対
話

し
利
用
さ
れ
る
公

園
に
。
維
持
管
理

費
に
１
億
５
千
万

円
、
新
た
に
公
園

を
作
る
必
要
が
あ

る
の
か
。公

園
を
作

る
こ
と
は
や
ぶ
さ

か
で
は
な
い
。
施

設
は
金
を
か
け
、

整
備
し
て
い
く
も

の
だ
。

「
中
小
企
業
資
金
貸
付
制

度
」
に
つ
い
て
は
、
８
年
間
質
問

し
て
い
る
が
、
一
向
に
改
善
さ
れ

な
い
。

　

19
年
か
ら
利
用
が
無
い
と
言
う

事
だ
が
、
制
度
の
要
綱
に
融
資
枠

を
著
し
く
下
回
る
場
合
は
引
き
上

げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
あ
る
が
抵

触
し
な
い
の
か
。

福
祉
活
動
に
参
加
で
き
る
情
報

の
提
供
は
。チ

ラ
シ
・
冊
子
・
防
災

マ
ッ
プ
内
で
の
地
域
住
民
へ
の
協

力
呼
び
か
け
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
の
設
置
。

各
課
の
課
題
を
ま
ち
づ
く
り
支

援
室
に
持
ち
寄
り
、
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
か
。

地
域
力
の
あ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
充
実
さ
せ
、
各
団
体
が

関
係
す
る
行
政
分
野
と
連
携
。
27

年
度
に
様
々
な
行
政
分
野
を
包
括

し
た
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
を
予

定
。
行
政
・
地
域
・
団
体
の
つ
な

が
り
に
つ
い
て
体
系
化
す
る
。

そ
れ
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
。

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
等
も
認
知
症
の
サ

ポ
ー
タ
ー
に
養
成
を
。

参
考
に
す
る
。

国
・
県
の
制
度
が

廃
止
さ
れ
た
場
合
、
わ
が
町
の
制

度
を
活
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
存
続
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。

現
在
多
い
の
は
30
万
・
50
万

円
の
小
口
融
資
。
こ
れ
を
借
り
や

す
く
す
る
事
が
一
番
の
支
援
対
策

に
な
る
。

　

提
案
と
し
て
利
子
の
補
給
制
度

か
保
証
料
金
の
保
証
制
度
を
創
設

す
る
。

　

利
子
が
１
％
程
度
低
く
な
れ
ば

利
便
性
が
よ
く
な
る
。

　

行
政
・
銀
行
・
商
工
会
が
真
剣

に
協
議
し
て
頂
き
た
い
。

監
査
委
員
の
指
摘
も
あ
り
、

し
っ
か
り
検
討
す
る
。

商工まつりを町民広場で
答弁／いろいろな基盤整備が必要

公園づくりに町長の想いは
答弁／公園の整備はしていく

中
小
企
業
支
援
対
策
の
充
実
拡
充
を

答
弁
／
し
っ
か
り
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く

地
域
福
祉
活
動
支
援
は

答
弁
／
27
年
度
に
地
域
福
祉
計
画
を
策
定

大西 勇 議員堤 久美子 議員

役場裏駐車場での商工まつり

樹木のなくなった中の坪公園

町
長

町
長

町
長

町
長

福
祉
課
長

福
祉
課
長

福
祉
課
長

堤

堤

堤堤堤

堤

堤 大
西

町
長

町
長

地
域
交
流
課
長

大
西

大
西
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高
齢
者
に
と
っ
て
大
変
重
篤
な
肺

炎
の
予
防
に
取
り
組
む
べ
き
。

粕
屋
地
区
で
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
議
論
を
し
た
記
憶
が

な
い
。

　

我
が
町
が
遅
れ
を
と
っ
て
い
る

事
は
非
常
に
問
題
。

　

充
分
検
討
し
た
い
。

平
成
25
年
４
月
実
施
の
小

６
、
中
３
の
全
国
学
力
テ
ス
ト
の

結
果
と
各
学
校
の
学
力
向
上
の
施

策
と
成
果
に
つ
い
て
問
う
。

小
６
は
県
、
全

国
平
均
を
上
回
る
も
中
３
は
両
平

均
を
下
回
る
。
町
内
の
学
力
向
上

の
取
組
み
は
、
ス
リ
ー
ア
ッ
プ
運

動
を
基
に
各
学
校
独
自
の
取
組
み

を
実
践
し
成
果
を
あ
げ
て
き
て
い

る
。

授
業
が
分
か
ら
ず
つ
い
て

い
け
な
い
子
ど
も
は
小
学
校
で

20
％
、
中
学
校
で
は
30
％
と
い
わ

れ
て
い
る
。
一
人
ひ
と
り
の
子
ど

も
に
授
業
が
分
か
り
勉
強
の
喜
び

や
自
信
を
体
得
さ
せ
て
欲
し
い
。

先
生
の
「
分
か
る
授
業
」「
分
か

ら
せ
る
授
業
」の
取
組
み
を
問
う
。

肺
炎
は
死
因
の
全
国
統
計
で

３
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
、
死
因
の
約

１
割
が
肺
炎
。
そ
の
内
の
96
％
が

65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
80
歳
以

上
で
は
２
位
と
な
り
、
高
齢
者
に

と
っ
て
大
変
な
疾
患
で
、
各
自
治

体
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防

接
種
に
助
成
補
助
を
し
て
い
る
が

粕
屋
地
区
で
の
状
況
は
。

古
賀
市
75
歳
以
上
、
篠

栗
町
、
須
恵
町
、
粕
屋
町
が
70
歳

以
上
で
１
回
３
千
円
の
補
助
。

町
長
は
常
に
「
粕
屋
地
区

近
隣
自
治
体
と
色
ん
な
事
で
協
調

し
、
単
町
だ
け
で
や
る
の
は
い
か

ん
」
と
言
わ
れ
る
が
、
周
り
の

自
治
体
は
独
自
に
色
々
や
っ
て
い

る
。
情
報
で
は
旧
筑
紫
郡
関
係
も

こ
の
補
助
を
行
う
。
我
が
町
も
、

一
日
も
早
く
補
助
を
打
ち
出
し
、

各
学
校
と
も
職

員
研
修
会
等
を
通
じ
自
ら
の
授
業

力
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
る
。
先
生

の
熱
意
を
向
上
し
子
ど
も
達
の
勉

強
へ
の
目
の
輝
き
も
変
わ
っ
て
き

た
。
授
業
の
形
態
で
は
習
熟
度
別

の
少
人
数
授
業
を
進
め
る
と
共
に

家
庭
学
習
の
習
慣
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
。生

徒
数
の
多
い
マ
ン
モ
ス

校
、
志
免
中
、
中
央
小
、
西
小
に

補
助
教
員
の
増
員
を
配
慮
す
べ
き

で
あ
る
。費

用
対
効
果
や
財
政
と
の
関

係
も
あ
り
、
ど
こ
ま
で
支
援
で
き

る
か
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

今
ま
で
公
表
さ
れ
な
か
っ
た

学
校
別
の
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
が

平
成
26
年
度
か
ら
は
公
表
容
認
へ

と
動
い
て
い
る
。

　

志
免
町
は
ど
う
す
る
。

公
表
へ
の
基
本
的
考
え

は
、
学
校
の
序
列
化
、
競
走
の
激

化
等
へ
配
慮
し
現
在
学
校
と
協
議

し
て
い
る
。

序
列
化
、
競
走
化
等
は
大
人

の
話
し
。
一
番
大
事
な
こ
と
は
授

業
に
つ
い
て
い
け
な
い
子
ど
も
一

報
道
さ
れ
た
宇
美
川
沿
い

の
道
路
陥
没
で
町
民
は
町
内
の
道

路
、
特
に
暗
渠
で
の
ク
ラ
ッ
ク
ひ

び
割
れ
に
不
安
を
持
っ
た
。
内
水

路
調
査
を
や
っ
て
い
る
が
、
暗
渠

の
部
分
の
調
査
基
準
は
あ
る
の
か
。

国
、
県
の
基
準
指

針
は
な
い
。

　

打
音
診
断
他
、
順
位
づ
け
て
指

導
し
て
い
る
。

鏡
、
別
府
地
区
で
は
下
水
道

ホ
ー
ル
の
蓋
か
ら
の
ヒ
ビ
が
年
々

伸
び
て
い
る
所
が
あ
る
。

　

阪
神
大
震
災
で
一
番
被
害
が
顕

著
に
出
た
の
が
道
路
、
暗
渠
に
ひ

び
が
入
っ
て
い
る
箇
所
で
、
今
回

の
陥
没
も
町
民
に
説
明
す
べ
き
。

　

ま
た
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
や
、

ネ
ッ
ト
で
危
険
箇
所
の
連
絡
を
一

般
住
民
に
呼
び
か
け
る
な
ど
、
情

報
の
提
供
収
集
の
あ
り
方
を
検
討

す
べ
き
。今

回
の
陥
没
も
、
音
や
、
ク

ラ
ッ
ク
の
前
兆
が
あ
っ
た
の
で
は

と
思
う
。

　

町
民
の
皆
様
か
ら
色
々
な
情
報

を
寄
せ
て
頂
け
る
よ
う
な
体
制
作

り
、
整
備
を
し
た
い
。

人
ひ
と
り
を
ど
う
す
く
い
あ
げ
て

い
く
か
に
あ
る
。
学
力
テ
ス
ト
は

子
ど
も
た
ち
の
理
解
度
を
知
る
と

同
時
に
先
生
の
教
え
方
、
分
か
ら

せ
方
の
テ
ス
ト
。
先
生
、
学
校
へ

の
通
知
表
、
教
育
に
対
す
る
町
へ

の
評
価
、
通
知
表
で
も
あ
る
。

公
表
は
当
然
で
あ
り
学
力
向
上
に

全
力
を
。

学力テストは先生と町の通知表
答弁／町をあげて学力向上に取組む

肺炎球菌ワクチン接種補助を
答弁／充分検討したい

道
路
暗
渠
の
ヒ
ビ
対
応
と
情
報
を

答
弁
／
収
集
の
体
制
作
り
整
備
を
し
た
い

古
庄

同
感
で
す
。
学
力
テ
ス
ト
は

町
の
評
価
。

　

教
育
委
員
会
へ
も
し
っ
か
り
意

見
を
申
し
入
れ
、
財
政
、
教
育
、

環
境
の
面
か
ら
も
町
を
あ
げ
て
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

暗渠のヒビ割れ調査

牛房 良嗣 議員古庄 信一郎 議員

生徒数の多い西小学校（新1年生歓迎集会）

古
庄

古
庄

健
康
課
長

古
庄

町
長

健
康
課
長

都
市
整
備
課
長

牛
房

牛
房

学
校
教
育
課
参
事

学
校
教
育
課
参
事

牛
房

牛
房

牛
房

教
育
長

町
長

町
長
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地域ぐるみで学校づくりを
答弁／今、慎重に検討している

全
国
学
力
テ
ス
ト
公
表
に
つ

い
て
、
学
校
間
の
競
争
、
序
列
化

に
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
学
校

教
育
に
子
ど
も
を
丸
ご
と
人
間
と

し
て
育
て
る
役
目
が
あ
る
。
友
達

同
士
の
信
頼
関
係
を
培
う
と
か
、

自
分
と
は
異
質
な
人
と
も
協
力
で

き
る
力
を
つ
け
る
と
か
い
う
よ
う

に
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
、
公
表
を

行
え
ば
行
う
ほ
ど
、
そ
こ
だ
け
に

目
を
奪
わ
れ
て
、
他
の
大
切
な
課

題
が
抜
け
落
ち
る
可
能
性
が
高

く
、
ど
う
し
て
も
教
師
は
子
ど
も

の
目
よ
り
も
学
力
テ
ス
ト
の
点
数

の
ほ
う
に
向
く
の
で
は
な
い
か
。

調
査
結
果
に
つ
い

て
、
今
ま
で
各
学
校
に
お
い
て
学

校
長
の
判
断
に
よ
っ
て
学
力
学
習

状
況
等
の
概
観
等
に
つ
い
て
、
学

校
だ
よ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
、
学
校

評
価
委
員
会
の
折
に
報
告
し
て
き

た
。
調
査
の
公
表
に
対
し
て
は
学

校
の
序
列
化
や
競
争
の
激
化
等
へ

の
配
慮
な
ど
、
課
題
も
あ
り
慎
重

に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。
各
学

校
と
協
議
し
て
検
討
し
た
い
。

子
ど
も
の
学
力
を
保
障
す
る

に
は
競
争
さ
せ
る
の
で
は
な
く
ク

ラ
ス
の
人
数
を
減
ら
す
こ
と
。

学
校
の
役
割
は
一
人
残
ら
ず

子
ど
も
に
学
ぶ
権
利
を
保
障
す
る

こ
と
だ
と
思
う
。

　

教
師
も
生
き
が
い
を
も
っ
て
仕

事
が
で
き
、
成
長
で
き
る
。

　

大
方
の
保
護
者
、
町
民
が
そ
の

学
校
を
信
頼
し
て
改
善
に
協
力
、

参
加
で
き
る
学
校
に
仕
上
げ
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
。

　

今
回
の
中
学
校
の
発
砲
事
件
を

教
育
委
員
会
と
し
て
ど
う
受
け
と

め
て
い
る
か
。学

校
と
い
う
の
は
ま

ず
安
全
だ
と
い
う
の
が
第
一
義
だ

と
思
っ
て
い
る
。

　

そ
の
学
校
に
本
物
の
拳
銃
が
持

ち
込
ま
れ
発
射
さ
れ
た
（
誤
射
で

は
あ
る
が
）、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て

生
徒
や
保
護
者
、
そ
れ
か
ら
地
域

住
民
の
方
々
、
社
会
の
皆
様
に
大

変
お
騒
が
せ
、
不
安
を
抱
か
せ
た

と
い
う
こ
と
に
対
し
て
お
詫
び
申

し
あ
げ
、深
く
受
け
と
め
て
い
る
。

　

教
育
委
員
会
の
役
目
は
大
変
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

中学校発砲事件をどう考えるか
答弁／大変重く受けとめている

財
源
確
保
に
知
恵
を
絞
れ

答
弁
／
で
き
る
も
の
か
ら
収
入
を
得
る

財
源
確
保
の
た
め
に
有
料
広

告
事
業
で
媒
体
を
増
や
し
た
り
広

告
代
理
店
を
活
用
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
も
積
極
的

に
す
べ
き
で
は
。

学
校
へ
の
信
頼
が
揺
ら
い
で

い
る
。
今
、
学
校
だ
け
で
対
応
す

る
に
は
限
界
が
き
て
い
る
。

　

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
３
者
が

結
集
し
て
子
ど
も
を
育
て
れ
ば
未

来
は
明
る
い
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を

導
入
し
た
ら
ど
う
か
。地

域
や
保
護
者

の
意
見
を
学
校
に
直
接
的
に
反
映

さ
せ
る
に
は
大
変
有
効
だ
。
デ
メ

リ
ッ
ト
は
運
営
協
議
会
委
員
の
任

命
が
特
定
の
人
に
な
っ
た
り
、
協

議
会
を
運
営
す
る
た
め
の
事
務
的

作
業
や
人
材
確
保
に
課
題
が
あ
り

学
校
の
負
担
が
増
え
る
。

ど
う
し
て
マ
イ
ナ
ス
思
考
な

の
か
。
導
入
が
進
ん
で
い
な
い
理

由
と
し
て
学
校
の
閉
鎖
性
が
あ
る

が
、
導
入
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
学
校

の
味
方
と
い
い
、
保
護
者
や
地
域

が
役
割
分
担
し
責
任
を
持
つ
こ
と

だ
。
問
題
が
起
き
て
い
る
学
校
で

は
解
決
方
法
は
こ
れ
し
か
な
い
。

関
心
は
持
っ
て
い
る
が
学

校
に
負
担
が
い
く
と
い
う
事
実
も

あ
り
慎
重
に
考
え
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

は
学
校
力
・
家
庭
力
・
地
域
力
の

三
つ
の
力
の
相
乗
効
果
を
高
め
る

取
組
み
で
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に

も
つ
な
が
る
制
度
だ
。

　

是
非
、
準
備
検
討
委
員
会
を
設

置
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

特
効
薬
で
は
な
い
。
準
備

委
員
会
も
考
え
て
い
な
い
が
、
研

究
す
る
と
い
う
姿
勢
は
あ
る
。

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と

は
保
護
者
や
地
域
住
民
ら
で
つ
く

る
学
校
運
営
協
議
会
を
持
つ
学
校

で
、
保
護
者
や
地
域
住
民
の
意
見

を
学
校
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
に
平
成
16
年
に
地
方
教
育
行
政

法
改
正
で
学
校
運
営
協
議
会
制
度

と
し
て
法
制
化
さ
れ
た
。

学
力
テ
ス
ト
の
公
表
を
ど
う
捉
え
る
か

 

答
弁
／
各
学
校
と
検
討
し
た
い

調
査
し
、
検
討
、

す
る
。

末藤 省三 議員

中央っ子を守る会に羽原校長が「志免中央小学校学力向上の取組」について説明

地域とともに

丸山 真智子 議員

教
育
委
員
長

末
藤

末
藤

末
藤

教
育
委
員
長

丸
山

丸
山

丸
山

丸
山

教
育
長

教
育
長

学
校
教
育
課
参
事

経
営
企
画
課
長
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「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進

法
」
が
制
定
さ
れ
、
地
域
に
応
じ

た「
学
校
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」

の
策
定
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

い
じ
め
対
策
法
で
は
、
い
じ
め
た

児
童
等
へ
の
厳
罰
化
が
規
定
さ
れ

て
い
る
。

　

子
ど
も
と
向
き
合
う
視
点
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

厳
罰
化
で
は
な

く
、
毅
然
と
し
た
対
応
を
と
考
え

て
い
る
。
罰
す
れ
ば
直
る
こ
と
で

は
な
い
。
相
手
へ
の
想
い
や
、
互

い
に
仲
間
と
し
て
頑
張
る
集
団
づ

く
り
を
未
然
防
止
の
第
一
歩
と
し

た
い
。い

じ
め
防
止
へ
の
対
応
と
し

て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
行
わ
れ

て
い
る
。
自
由
記
述
の
中
か
ら
課

題
や
問
題
点
を
探
り
、
精
査
は
さ

れ
て
い
る
の
か
。

自
由
記
述
に
限

ら
ず
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
の
中
で
、

問
題
点
を
見
つ
け
、
個
人
面
談
を

行
っ
た
り
指
導
を
し
て
い
る
。

深
刻
な
い
じ
め
は
な
い
と
の

認
識
だ
が
、
子
ど
も
た
ち
は
い
ろ

ん
な
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
信
し
て
い
る
と

思
う
。
24
時
間
い
つ
で
も
相
談
が

で
き
る
「
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
」

な
ど
の
紹
介
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

子
ど
も
の
相
談

窓
口
と
し
て
、
各
教
育
事
務
所
ご

と
に
設
置
さ
れ
全
県
を
カ
バ
ー
し

て
い
る
。
民
間
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

の
紹
介
も
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
カ
ー

ド
を
全
家
庭
に
配
布
し
て
い
る
。

九
州
初
と
な
る
子
ど
も
の
権

利
条
例
が
制
定
さ
れ
、
救
済
機
関

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
基
本
方
針

を
策
定
す
る
に
当
っ
て
、
学
校
と

の
連
携
を
し
っ
か
り
取
っ
て
欲
し

い
。

学
校
内
に
対
策

委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
義
務

化
さ
れ
て
お
り
、
外
部
の
専
門
家

を
メ
ン
バ
ー
に
加
え
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。
関
係
機

関
、
各
課
と
の
連
携
も
必
要
に
な

る
と
思
う
。

子
ど
も
の
権
利
条
例
で
謳
わ

れ
て
い
る
「
子
ど
も
の
視
点
」
を

し
っ
か
り
と
入
れ
て
策
定
し
て
欲

し
い
。

子
ど
も
の
権
利

条
例
に
基
づ
く
、
志
免
町
独
自
の

形
で
の
基
本
方
針
策
定
と
い
う
こ

と
を
視
野
に
入
れ
作
成
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

●
未
婚
の
母
に
も
寡
婦
控
除
を
。

　
「
み
な
し
適
用
の
導
入
」

いじめ厳罰化方向への対応は
答弁／毅然とした対応をと考える

二宮 美津代 議員

相談してみましょう

二
宮

二
宮

二
宮

二
宮

二
宮

学
校
教
育
課
参
事

学
校
教
育
課
参
事

学
校
教
育
課
参
事

学
校
教
育
課
参
事

学
校
教
育
課
参
事
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